
2 　AUGUST 2012

NHK放送文化研究所では，デジタル放送の進展を把握する目的で2006年から世論調査「日本人とメディア」を
毎年行っており，合わせて，送り手側の動向を探るための業界アンケート調査も実施している。今回の調査のうち
世論調査では，▽テレビのデジタル化はメインテレビではほぼ完了し，2台目以降のサブテレビのデジタル化も進ん
でいること，▽若い層を中心に，スマートフォンやSNSの普及が進むなど，情報入手やコミュニケーション手段が多
様化していること，▽この層は放送をテレビで見る方法には上の年代に比べて飽き気味の傾向があるが，番組ソフ
トとしてのテレビ放送には関心を示していることなどが明らかになった。また，業界アンケート調査では，地上波テ
レビ局は，▽世論調査の結果に見られるような視聴者側の変化を認識している一方で，▽スマートフォン向けのサー
ビスやSNSの特性（双方向性）を活かした利用といった具体的取り組みに関して，対応が若干遅れ気味な点もある
ことが分かった。完全デジタル化後の新しい局面に入った現在，テレビがメディアとしての魅力を保ち続けるために
は，▽新しいデバイス向けのきめ細かなサービスの展開や，▽SNSのような新しいコミュニケーションツールの特性
を活かした視聴者の意見の吸い上げが，喫緊の課題と言えるのではないだろうか。

 はじめに
2011年7月24日，正午をもって岩手，宮城，

福島の3県を除く全国のアナログテレビ放送は
終了しデジタルテレビ放送へ移行した。東日本
大震災の被害が大きかった上記3県は移行を
延期し，翌2012年3月にデジタル波への切り替
えを行った。

2003年12月に東京，大阪，名古屋の3大
都市圏から始まった地上デジタルテレビ放送
は，2006年12月までにすべての都道府県庁所
在地で放送を開始し，その後も順次中継局の
整備を進めて完全デジタル化を目指してきた。
アンテナ工事の遅れや集合住宅の共聴設備の
未整備などをあげて，アナログ波停止の延期を
求める声も聞かれたが，結果的には大した混乱
もなくスムーズにデジタル波へ移行した。

NHK放送文化研究所では，2006 年から地
上デジタル放送の進展を把握することを目的と
して世論調査「日本人とメディア」を毎年行っ
ており，2012年1月の調査は7回目に当たる。
今回は完全デジタル化後の調査ということで，
地上デジタル放送（以下，地デジ）の機器の普
及や放送利用の実態だけでなく，今後の放送
が向かうであろう方向を探ることも目指した。
さらに，送り手側の動向について探るために
業界アンケート1）を行い，メディアをめぐる情
勢の変化について，情報の送り手と受け手の
両方に対する調査の集計結果から，デジタル
時代の「新しいテレビ」に求められているもの
は何かを考察した。

本稿は，Ⅰ.世論調査編，Ⅱ.業界アンケート
編の2部構成とし，Ⅰは小林が，Ⅱは吉次がそ
れぞれ執筆を担当した。

デジタル時代の「新しいテレビ」は
どこに向かうのか
～世論調査「日本人とメディア」と業界アンケートから～
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 Ⅰ. 世論調査の結果から
調査の概要は以下のとおりである。単純集

計結果およびサンプル構成は文末に掲載した。
調査時期：2012 年 1 月13 日（金）～ 29 日（日）
調査方法：個人面接法
調査対象：全国 20 歳以上の男女
調査相手：層化 2 段無作為抽出　2,000 人
有効数（率）：1,338 人（66.9%）

1. 地上波テレビ

（1）進むデジタルテレビの複数保有

デジタルテレビの保有率は89%で，昨年
（2011年）同期の73%に比べ増加している。そ
の他の地デジ関連受信機は「デジタルチュー
ナー内蔵録画機」23%，「ケーブルテレビ用
デジタルチューナー」9%，「外付けのデジタル
チューナー」7%，「デジタルチューナー内蔵パ
ソコン」4%である。視聴者の地デジへの対応
は，周辺機器を利用しつつも根幹は圧倒的に
テレビという結果である。「どれもない」人は3%
で，昨年の15%から激減しており，この面から
も地デジへの対応が進んでいることが分かる。

デジタルテレビがあるという1,187人に保有
台数を聞いたところ，「1台」が39%，「2台」が

34%と1 ～ 2台が大半を占める。以下「3台」
17%，「4台」7%で，3台以降は数字が急激に
小さくなる（図1）。

昨年と比較すると1台の台数の割合は今年
の方が少なく，2台が昨年並み，3台以降は今
年の方が多い。デジタルテレビを1台だけでな
く，2台，3台と複数保有する人が増えている
ということになる。

ところで，放送波がアナログからデジタルへ
切り替わった（調査時点では岩手，宮城，福島
はアナログ）からといって，アナログテレビはまっ
たく利用できないかというとそうではない。外付
けチューナーを利用するほか，ケーブルテレビが
受信したデジタル波をアナログ波に変換して送
信するなど，アナログテレビが使える場合もあ
る。そこで，見ているテレビのアナログとデジタ
ルの構成を聞いた。「すべてデジタル（1台だけ
も含む）」が79%で最も多いのは当然だが，「メ
インはデジタルでサブの1台はアナログ」が10%，

「すべてアナログ（1台だけも含む）」「メインはデ
ジタルでサブの2台はアナログ」が3%であった。

なお，デジタルテレビの保有率やメインとサ
ブのテレビ台数の構成などで，調査時点では
アナログ波とデジタル波が共存した東北3県
を含む北海道・東北地方と，デジタル移行を
完了しデジタル波だけとなった他の関東，中
部・甲信越，近畿，中国・四国・九州の4地
方との間に格差はみられない。3県のデジタル
移行延期が調査結果に影響を与えている，と
いうことはなさそうである。

（2）ドラマ派とドキュメンタリー派

それでは，視聴者はそのデジタルテレビをど
のように利用しているのだろうか。見ているジャ
ンルや放送局によって，テレビ利用に違いがあ

図 1　デジタルテレビ保有台数
（デジタルテレビ保有者　n=1,187）
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るかどうかをさぐるため，二種類の質問をした。
まず，ふだんよく見る番組をニュースやドラマ

などのジャンル別に，一番よく見る番組（一番
目）と二番目によく見る番組（二番目）に分けて
答えてもらった。一番目で多いのは「ニュース」
45%，｢バラエティー」「ドラマ」18%（図2），二
番目では「ニュース」「ドラマ」が18%，「スポー
ツ」「バラエティー」14%であった（図3）。ニュー
スはジャンルの好みを超えてよく見られているた
め，一番目「ニュース」，二番目「ドラマ」と答
えた人と，一番目に「ドラマ」と答えた人を合
わせて「ドラマ派」とし，同様に一番目「ニュー
ス」，二番目「ドキュメンタリー」と，一番目が「ド
キュメンタリー」を合わせて「ドキュメンタリー
派」とした。

次に，見ているチャンネルはNHKと民放と
に大別するとどちらが多いかと聞いたところ，
NHKの方を「ずっと多く見る」が12%，「どち
らかといえば多く見る」が8%である。「同じく
らい」は18%，民放の方を「ずっと多く見る」
28%，「どちらかといえば多く見る」29%である。

「ずっと」と「どちらかといえば」を合計すると，
NHK派が20%，民放派が57%，大まかに言っ
て1：3の比率である。

　

2.衛星放送

（1）BSの普及率に変化なし

地上デジタルへ移行した昨年（2011年）7月
24日，衛星放送も従来のデジタル波とアナログ
波のサイマル放送を取りやめ2），デジタル波へ
完全移行した。その衛星放送を「見ることが
できる」人は56%，「見ることができない」人は
43%である。昨年はデジタルとアナログに分け
て聞いており，BSデジタル放送を見ることがで
きる人は46%，BSアナログ放送を見ることが
できる人が6%であった。デジタルだけで比べ
れば46→56%なので増加ということになるが，
アナログを含めると52→56%となり増減は誤
差の範囲に収まって変化なしということになる。
衛星放送を見ることができるのは60 代で高く
20 代は低い。やはり金銭的に余裕のある層で
高く，余裕のない層で低いということである。

衛星放送を見ることのできる742人に，週に
一回以上見る衛星放送のチャンネルを聞いたと
ころ，「BS1」は47%，「BSプレミアム」は43%
で，NHKの2波はともに40%台の数字を上げ
ている。民放キー局はテレ東系の「BSジャパン」

（17%）を除き20%台で，その他後発のチャン
ネルは一桁である。年層別にみて，BS1，BS
プレミアムともよく見ているのは60 代以上の高
齢層である。若年層では週に一回以上，NHK
の両チャンネルを見ている人の割合は20 ～
30%台なのに対し，60 代以上では50 ～ 60%
台となっている。ドキュメンタリー派は全体に
比べて衛星放送をよく見ており，中でもNHK

図 2　よく見る番組（一番目）

図 3　よく見る番組（二番目）
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思わない」各 4%と，有料チャンネルへの関心
は低かった。しかし，最も多かったのは「有料，
無料にかかわらず見たいとは思わない」39%
である。この結果を見る限り，視聴者は新た
な衛星放送チャンネルを熱望しているとは思え
ない。ただ，男女とも50 代では「有料，無料
に関係なく見たい」が，女20 ～ 30 代では「無
料なら見たい」が全体より高くなっており，性
年層によっては関心を示す部分もある。無料
なら見たいは民放派に多く，どちらも見たくな
いはNHK派に多い。

3. 録画視聴

（1）半数近い人が録画視聴

1週間のテレビ録画時間は2時間（11%）が最
も多く，次が1時間（7%）で，それより長い時
間は4 ～ 6%である。「録画しない・機器をもっ
ていない」が54%であるから，半数近い人が録
画視聴をしていることになる。録画している611
人に最も多く使う録画機を尋ねたところ，「ブ
ルーレイ・レコーダー（ハードディスク内蔵）」が
40%で最も多く，次いで「DVDレコーダー（ハー
ドディスク内蔵）」31%，「テレビ内蔵ハードディ
スクレコーダー」16%となった。放送がデジタ
ルに変わりブルーレイの普及が進んでいる。録
画時間を短（2時間以下），中（3 ～ 5時間），長

（6時間以上）と分けると，短では女30代，中
では女40代，長では女30，40代と，いずれも
女の録画時間が長い。録画をしないのは男70
歳以上，女60歳以上の高齢者である。ブルー
レイをよく使っているのも女40代である。録画
時間が中，長のグループは民放派が全体より多
く，録画しない人達ではNHK派が多い。中，
長グループでは全体よりドラマ派が多い。

の2チャンネルを最も多く見ている。

（2）BS新チャンネルへの関心・期待は？

衛星放送のチャンネルは昨年（2011年）10
月に12チャンネルが，今年（2012年）3月に7
チャンネルが増えた。今年1月の調査時点で，
昨年10月に衛星放送のチャンネルが増えたこ
とを知っていた人は39%，知らなかった人は
58%である。衛星放送への関心はあまり高い
とは言えない。年層別では50，60 代が知って
いた人の割合が高い。やはり，BSを見ること
ができる人達では全体に比べチャンネル増を
知っていた人が多い。

次に，3月に増える予定の（調査時点は1月）
衛星放送について，視聴意向を尋ねたところ，

「無料チャンネルは見てみたい」23%，「無料チャ
ンネルは内容によっては見てみたい」21%と，
無料チャンネルへの関心はある程度あること
が分かった（図4）。

一方，「有料チャンネルは内容によっては見
てみたい」8%，「有料チャンネルは料金によっ
ては見てみたい」「有料チャンネルは見たいとは

図 4　衛星放送新チャンネルへの関心（複数回答）
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（2）録画した番組はしっかり見ている

それでは，録画した番組はどの程度見られ
ているのだろうか。録画時間は個々人によっ
て違うため，それぞれの録画した時間との比
較で答えてもらった。一番多いのは「ほとんど
／すべて見る」の66%で，以下，「半分くらい」
26%，「1/3くらい」6%，「1割くらい」2%である

（図5）。

放送業界関係者の間では「録画はするが見
る時間がない」ということばをよく耳にするが，
この調査の結果はそうなっていない。情報過
多の“業界人”は「あれも見なければこれも見
なければ」と録画に励むが，一般の視聴者は
見たいものだけをしっかり狙って録画して見る
という行動様式が大勢を占めているということ
であろう。なお，「ほとんど」「半分」といった
見る分量と録画時間の長短の間には，特に関
係性はみられない。言いかえれば，「短時間の
録画だからほとんど見ている」「長時間の録画
だからすべては見られない」ということはない，
ということである。「ほとんど見ている」率が高
いのは女20 ～ 30 代である。

次に，「録画した番組を見ない」という人を除
いた606人に，CMを除いた録画本編の再生

の仕方を聞いた。「ほとんど／すべて普通の早
さで見る」人が66%，「普通の早さと早送りと
半 く々らい」が25%で，「ほとんど／すべて早送
りで見る」は8%であった。録画したものは思
いのほかしっかりと見られている（図6）。

なお，録画時間の短い人は中・長の人に比
べて若干「すべて普通の早さ」が多く，「普通
と早送り半 」々では逆に中・長の人が短い人よ
り若干多いという傾向はある。録画再生では

「普通と早送り半 」々が女40 代で高くなってい
る。「ブルーレイで録画し，普通の早さと早送
りと半 く々らいで，撮ったものをほとんど見る」
という女40 代が，録画視聴の中心ということ
になる。「ほとんど見ている」人達は全体に比
べてドラマ派が多い。

4. 携帯電話・インターネット

（1）テレビ並みに進んだ携帯電話の普及

携帯電話を利用してワンセグや動画サイトを
楽しむ人が増えている。また，インターネット
を利用したテレビ番組も増えており，インター
ネット端末としての携帯電話は，これからのテ
レビにとって欠かせない要素である。そこで，

図 5　録画番組を見る分量
（録画している人　n=611）

図 6　録画再生の早さ
（録画して見ている人　n=606）
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携帯電話についていくつか質問した。
携帯電話を利用している人は89%，してい

ない人が11%である。冒頭で述べたデジタル
テレビの保有率も89%であるから，今や携帯
電話もテレビと同等の普及率を誇るわけであ
る。利用者1,189人に，使っているのは普通の
携帯電話かスマートフォンか聞いた。「普通の
携帯電話」が85%で圧倒的に多く，「スマート
フォン」は13%，「複数台利用で，スマートフォ
ンもある」が2%である。スマートフォンを使っ
ている人は合計で15%になる。昨年のスマホ
利用率は8%だったので，急激に普及している
ことが分かる。スマホの利用者は20 代では
38％にのぼり，30 代25％，40 代16％と年齢
が増えるにつれて減少する。性別でみると20
代では男女差はほとんどないが，30 代では男
30％に対し女20％，40 代では男22％に対し
女12％と男の方が多い。出荷ベースでは，今
年1 ～ 3月期の移動電話に占めるスマホの割
合は53%になることから 3），スマホの利用率
はまだまだ伸びると推測される（図7）。

携帯電話の利用率は20 ～ 50 代までが9割
を超え，特に30，40 代は99%である。60 代
でも87%，70歳以上になって56%に落ちる。

しかし見方を変えれば，70歳以上でも半数を
超える人が使っているわけであり，これだけ
世の中に普及している物品はなかなか思いつ
かない。

（2）携帯の利用はメール＞検索

それでは，そんなに普及した携帯電話を人々
はどんなふうに使っているのだろうか。携帯電
話の主な機能，通話，電子メール，インター
ネット検索の三つについて利用頻度を聞いたと
ころ，すべての機能とも「1日に1 ～ 2回」が最
も多く，通話は39%，メールが30%，検索が
12%である。「その機能は使っていない」は通
話5%，メール19%，検索53%である。検索
は携帯電話では利用者の半数程度しか利用し
ていないわけである。

最も頻度の高い「1日に10回以上」でみると，
メール，検索は男女とも20 ～ 30 代が高いが，
通話では男の20 ～ 50 代で高く，中でも男50
代が最も高い。仕事とプライベートの両面で連
絡のやりとりは多いが，若い者の様に気楽に
メールといわけにもいかず電話の方が手っとり
早い，というわけなのだろうか。

ワンセグという観点からみると，使ってい
る携帯電話がワンセグに対応しているものが
48%，していないものが49%である。携帯電
話の2台に1台はワンセグ携帯ということであ
る。ワンセグ対応の利用者は20 ～ 40代は6割
を超えているが，50代になると4割台に落ちる。

（3）検索はパソコンで 
自宅でパソコンによるインターネットを利用

している人は54%で，半数を超える。年層別
にみると20 ～ 40 代では男女ともに7割を超
えるが，50 代になると男が6割台に留まるの

図 7 　普通の携帯電話とスマートフォンの割合
（携帯電話利用者　n=1,189）

スマートフォン普通の携帯電話

出荷実績

調査相手 85% 15

47 53
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に対し，女は4割台に急落する。女性の社会
進出が進んでいるとはいえ，総体でみれば有
職者は女性に比べて男性の方が多い。この調
査の回答者を職業の有無でみると，男有職者
34%，女有職者25%，主婦22%となっている。
まず職場から普及したインターネットに，否応
なしに触らざるを得なかった男と，触りたくて
も触れなかった女の差が表れたのが50 代で
はないか。その後，家庭でもネットが普及する
につれて男女差がなくなってきたのが今の40
代以下の世代，ということなのだろう。

インターネットには様々な使い道があるが，
一般の人がよく使うのは検索と電子メールであ

る。そこで，検索と電子メールについて利用頻
度を尋ねた。検索は「一日に1 ～ 2回」が26%
でトップ，次いで「週に1 ～ 2回」19%，「一日
に10回以上」「一日に5 ～ 6回」が15%である
のに対し，メールは「一日に1 ～ 2回」16%，「月
に1 ～ 2回」15%，「週に1 ～ 2回」11%の順で
ある（図8，9）。

両方とも「一日に1 ～ 2回」が最も多いが，
数値は検索が26%であるのに対し，メールは
16%と低い。また，検索は一日に5回以上の利
用者が合計で30％になるが，メールではその
1/3 程度にすぎない。逆に「その機能は使って
いない」は，検索はわずか4%なのにメールは
40%と遥かに高い。携帯電話のインターネット
では「その機能は使っていない」は，メールが
19%，検索が53%と圧倒的に検索が多かった。
検索はパソコン，メールは携帯電話と，同じネッ
トでも使い分けをしている人が多いということ
なのだろう。

（4）探し物はまずネット

パソコンだけでなく携帯機器も含めたイン
ターネットで，利用者が多いと思われるサイト
やサービスを並べ，ここ半年の間に使ったも
のを選んでもらった。ベスト5は「グーグルや
ヤフーなどの検索サイト」56%，「路線検索
や交通機関のサイト」34%，「ニュースサイト」
30%，「YouTube，ニコニコ動画などの動画サ
イト」28%，「Wikipediaなどの知識・情報サ
イト」22%である。1，2，5位が，調べ物を
する際に利用するサイトである。何か探す時に
まずインターネットを使うというのが，最近のラ
イフスタイルなのだろう。この5つは基本的に
は男女20 ～ 40 代が全体に比べてよく利用し
ているが，「ニュースサイト」と「Wikipedia」は

図 8　パソコンによる検索の頻度
（インターネット利用者　n=724）

図 9　パソコンによるメールの頻度
（インターネット利用者　n=724）
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女40 代でやや少ない。なお「利用していない」
は38%である。

（5）20 代中心に普及進むSNS

前出の質問でmixi，FacebookなどのSNS
（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）は
13%，Twitter は8%である。Twitterも広
い意味でSNSに含まれるとの考え方もある
が，以下の理由により独立させて聞いた。①
Twitterにはテレビを見ながらその瞬間の感想
や思いつきをささやきあう「ツイテレ」4），「ピー
チク」5）といったサイトや，NHK NEWS WEB 
246）などのようにTwitterを利用した番組など
があり，テレビとの親和性が高い，②140字
という字数制限から，携帯端末を利用してあ
る瞬間，ある情景での感情・反応を即座に表
現することが多い。以上のように，利用形態，
テレビとの距離，テレビへの影響度などを考慮
したことによる。年層別にみるとSNSの利用
者は20 代では半数，30 代2割，40 代1割で
ある。Twitterは20 代が3割，30 ～ 40 代が
1割といったところである（図10）。

両者とも20 代が利用の中心で，30 ～ 40 代
が多少利用し，50 代以上はほとんど利用して
いない。インターネットの利用は比較的若い層
が利用の中心と言われるが，サービスによって
は20 代と30 代の間に年層の切れ目が顔を出す
こともある。

（6）動画サービスの利用は 3人に 1人

インターネットによる動画サイトの利用頻度は
「週に1 ～ 2回」が11%で最も多く，次いで「月
に1 ～ 2回」8%，「一日に1 ～ 2回」6%である。

「見ていない」人が65%であるから，利用者は
3人に1人である。利用者454人に一回の利用
時間を聞くと，30 分が25%で最も多く，以下，
より短い10 分，5 分，15 分が続く。

動画サイトで見る内容は，テレビ番組に関す
るものが多いのだろうか，それとも一般の人が
撮影した投稿動画が多いのだろうか。「ずっと
多い」と「どちらかといえば多い」を合わせる
と，「テレビ番組に関するもの」が39%，「投稿
動画」が41%で，ほぼ半 と々いう結果になって
おり（図11），「どちらも同じくらい」は18%で
ある。熱心な利用者は20 ～ 30 代だが，女が
テレビ番組が多いのに対し，男は投稿動画が
多い。

図 10　SNS, Twitter の年層別利用率

図 11　テレビ番組か投稿動画か 
（動画サイト利用者　n=454）
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5.テレビのネット接続

（1）家庭内での無線 LANの利用は 3割，
　　　　　　　　　20代では半数近くに

家でインターネットを利用する場合，屋内へ
引きこまれた光回線やADSL回線とパソコンや
ゲーム機へのつなぎ方には，有線と無線の二
通りがある。自宅でのインターネットへのつな
ぎ方を聞いたところ，「有線だけ」が24%，「無
線だけ」が17%，「有線もあれば無線もある」
が11%であった。「無線だけ」と「有線も無線
もある」を合わせた「無線あり」は，合計で3
割近くになる。年層別にみると，「有線だけ」
は20 代～ 50 代までほぼ 30%前後で一定で，
60歳以上になると10%台に下落するのに対し，

「無線あり」は20 代が46%で最も高く，30，
40 代 が40%前 後，50 代 が30%前 後，60歳
以上で10%前後と，右肩下がりの軌跡を描く。
その結果，20 代は「無線あり」が「有線だけ」
をかなり上回り，30，40 代は「無線あり」が優
勢，50 代以上はほぼ同程度，といった形とな
る。いずれにせよ無線での接続は若年層から
始まっている（図12）。

ケーブルテレビを除けば，家庭でのインター
ネット回線は電話線を利用するものが多いが，
インターネットが普及する前に建てられた家で
は電話線とテレビの同軸ケーブルが近くに配置
されているとは限らない。このため，インター
ネットとテレビとの接続を考える時，家庭内の
無線 LAN（Local Area Network）の普及は
重要な要素になると考えられる。

（2）現状では少ないテレビのネット接続

デジタルへの転換が終了し，今後は「スマー
トテレビの時代だ」とテレビ業界をあげての合
唱が始まった。しかし，スマートテレビの定義
は，「テレビにインターネットをつなぐことによ
り，テレビとインターネットをシームレスに利用
できる」「画面を分割することにより，テレビと
インターネットが同時に楽しめる」「スマートフォ
ンが大型化して，テレビの機能も持つ」など
様々で，定まったものはない。そして，本当に
スマートテレビの時代が来るのかも判然としな
いが，業界の動向を占う上でテレビとインター
ネットの関係を観察していく必要はある。

家のテレビや録画機器にインターネットをつ
ないでいるか聞いたところ，「つないでいる」が
11%，「つないでいない」が84%である。まだ
まだテレビのインターネット結線率は低い状態
である。つないでいる人の中では男20 ～ 40
代の割合が高い。しかし，携帯電話のスマー
トフォンを利用している人に限れば，「つないで
いる」は26%になり，全体の11%に比べ明ら
かに高い。だからと言ってスマートテレビの定
義「スマートフォンが大型化して…」と直接結び
付くわけではないが，ある程度金銭的に余裕
がある，新し物好きの人がこの26%の横顔と
思われる。

図 12　年層別のインターネット接続方法
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（3）メールより検索で高いテレビの存在

やりとりするメールのなかに，テレビ番組に
関する話題は登場するのだろうか。テレビ番組
の感想や新番組の情報などテレビに関する事
柄を，「よく話題にする」は2%，「ときどき話題
にする」が12%，「あまり話題にしない」は12%，

「ほとんど／まったく話題にしない」は54%，「わ
からない（メールは使わない）」が21%であり，

「よく」と「ときどき」を合わせると「話題にする」
は14%になる（図13）。

ありとあらゆる事柄が俎上にあがるメールの
なかで，14%は決して低い数字ではない。性
年層別で「話題にする」が高いのは男20 ～ 30
代，女20 ～ 40 代である。「ほとんど／まっ
たく話題にしない」が最も多いのは男40 代で
70%に上る。この年代は「忙しくて，メールで
話題にするほどテレビなんか見てられない」と
いうことなのだろうか。

次に検索におけるテレビの位置づけを知る
ため，テレビ番組に関する事柄について検索
することがあるかどうかを聞いた。「よく検索す
る」が3%，「ときどき検索する」が19%，「あま
り検索はしない」15%,「ほとんど／まったく検

索はしない」35%である。「よく」と「ときどき」
を合わせると「検索する」は22%になる。「検
索する」は男20 ～30 代，女20 ～ 40 代で高く，
これはメールと同様の傾向である（図14）。

前述のメールと比較すると，「よく」と「ときど
き」を合計した「する」が，メールの14%に対し
検索が22%と多く，逆に「ほとんど／まったく
…しない」の値はメールの54%に対して検索が
35%と少ない。テレビの存在感は，メールより
検索の中での方があるといえる。

（4）VODの認知度は半数を超えたが…

NHKのホームページを「よく」見る人は3%，
「たまに」見る人が8%で，合わせて1割の人が
NHKのホームページを見ている。「見ない」人が
6割，「わからない」が3割である。在京民放キー
局のホームページも，テレビ東京を除いて同様
な傾向である。テレ東は見る人がやや少ない。
「よく」と「たまに」を合わせた「見る」とドラ

マ派の関係をみると，日テレとフジのホームペー
ジを「見る」人は全体に比べてドラマ派が多い。
視聴率のトップ争いをしている2局の好調の一
因はドラマにあるということなのだろう。

図 13　メールの中でのテレビ番組の話題

図 14　検索の中でのテレビ番組の話題
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ビデオ・オン・デマンドというサービスを知っ
ていて，「有料のサービスを利用したことがあ
る」は2%，「無料のサービスは利用したことが
ある」が4%である。「知っているが利用したこ
とはない」は47%，「知らない」は42%である。
知っているが利用したことはないというのは，
男40 代，女30，40 代に多い。関心はあるも
のの，利用に踏み切るまでには魅力を感じな
いといったところなのだろうか。

認知度は半数を超えているので，今後はど
うサービスの魅力を視聴者に訴えていくかが
焦点となるだろう。

6. テレビ以外の
　　　　　  メディア利用状況

〈「震災以来，情報はラジオだけ。世界中で
何が起きているのか分からない。河北新報は
持ってないのか」と必死にすがられた〉〈町内の
避難所にも配って回った。手持ちが足りないの
で「壁新聞」にして張り出すと，またたくまに人
垣ができ，みな食い入るように読み始めた〉（い
ずれも，『河北新報のいちばん長い日』7）から）。

インターネットの隆盛を論じるとき必ずと
いってよいほど使われるフレーズ「広告費でみ
るとインターネットは2004 年にラジオ，2009
年には新聞を抜き去り…」も，大災害を前にす
ると力なく色あせて，メディアの存在意義を改
めて問い直すことを迫られる。今回の調査で
は，東日本大震災を機にその存在が改めてク
ローズアップされたラジオについて質問をした
ほか，新聞・本など旧来型のメディアの利用状
況についても調査を試みた。

ラジオを定期的に聞く習慣があるか，いくつ
かの選択肢を用意して複数回答で聞いた。多

かったのは「毎日車の中で聞く」20%，「毎日日
中に自宅や職場で聞く」16%で，「毎晩寝床で
聞く」は4%と意外に少ない。「ほとんど聞かな
い」は51%であるから，ラジオを聴く習慣がある
人，ない人が半 と々いったところである。

日常のラジオ聴取習慣は半数があるとして，
非常時用のラジオを持っている人はどれくらい
いるのだろうか。自宅にいるときに大災害が
来て停電になった場合，すぐに使えるラジオが

「ある」と答えた人は65%，「すぐに出ないが探
せばあると思う」が9%，「ない」が26%である

（図15）。携帯電話のラジオ機能は対象外とし
た。4人のうち3人が持っているわけで，意外
に多い気がする。昨年の東日本大震災を機に
購入した人も結構いるのではないだろうか。携
帯用ラジオは機能にこだわらなければ，安価
な機器である。保有率はまだ上がる可能性は
あるし，それを促す呼びかけや運動も必要な
のではないか。

新聞の購読については「宅配で一紙購読」
が69%と圧倒的に多く，次いで「宅配で二紙
購読」が9%，「買ってはいないが職場で読んで
いる」が3%である。また，「ほとんど読まない」
が19%と予想外に多く，この人達はインター
ネットから情報を得ているのか，それともニュー

図 15　携帯ラジオ保有率
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スそのものに関心がないのか，判然としない。
平日の一日に読む時間量は，30 分が24%

で最も多く，以下10 分と1時間以上が17%と
なっている。5 分，15 分，20 分にも13 ～ 14%
あり，多少の増減はあるものの各選択肢に適
度に散らばった形である。各自が新聞に振り
分けることのできる時間を利用して，それぞれ
の読み方で新聞を読んでいる結果が表れてい
ると思われる（図16）。

　

一か月に読む本の冊数は，1冊が19%，2
冊が11%，3冊が8%となっている。10 冊以上
読む“本の虫”は3%，逆に「ほとんど/まった
く読まない」人は52%である。週刊誌などの
雑誌は除いて答えてもらった。1 ～ 2冊が大勢
といったところだが，「10 冊以上」という3％の
人には，どうすればできるのかその秘訣を聞
いてみたい。そして，それ以上に気になるの
が，全体の半数を超える「1冊も読まない」人
である。時間がないのか，興味がないのか，
それとも別の理由があるのか。インターネット
で情報が簡単に手に入るこの時代，本なんて
時代遅れのものはまどろっこしい，ということ
なのであろうか。

7. 世論調査からみえてくるもの

若い層を中心にテレビ離れが進んでいると
言われるが，その一方で今回の調査結果によ
れば，インターネットで「テレビ番組」に関す
る検索をすることがある人も，メールの中で「テ
レビ番組」関連の事柄を話題にする人も一定
の割合で存在する。また，見ている動画サイ
トの内容を「テレビ番組」と「投稿動画」に大
別すると半分は「テレビ番組」である。そして，
上記のような仕組み，サービスを最も多く利用
しているのは，年層で区切れば20 ～ 40 代の
比較的若い層である。この層は放送をテレビ
で見るという方法には飽き気味かもしれない
が，番組ソフトとしてのテレビ放送には興味を
示しているわけである。

動画サイト，ポータルサイト，検索エンジン
など，インターネットの中から可能性のある仕
組みを選び出し，そちら側からテレビ放送へ
向かう流れを作り出すことが，テレビがこれか
らも情報社会のキープレーヤーの一角を保っ
ていくために必要とされているのではないだろ
うか。

 Ⅱ．送り手側の意識と対応はどうか
  ～業界アンケートから見えてくるもの～

世論調査の結果からは，インターネットによ
るサービスを通じてテレビ放送へと向かう流れ
を作る可能性が指摘されたわけだが，地上波
テレビ局をはじめとした，送り手側はこうした
ニーズに現時点でどこまで対応できているのだ
ろうか。業界アンケート調査の結果をもとに見
ていくことにする。

図 16　新聞を読む時間
（新聞を読んでいる人　n=1,088）
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1. 地上波民放

パソコンや従来型の携帯電話，スマートフォン
などインターネットに接続するための様 な々機器
に対応したホームページを開設することは，視
聴者へ自局の情報を提供するための有力な手段
となる。これについて，どういった種類のホーム
ページを開設しているかを尋ねた（図17）。

パソコン用のホームページは，アンケートに
答えた社の100％が開設済みで，従来型の携
帯電話用のホームページも99％が開設済みで
あるのに対し，スマートフォン用のホームペー
ジを開設しているのは41％と半数に満たず，
これから普及が進むことが予測されるスマート
フォンへの対応は，まだこれからといった様相
である。

ツイッターに代表されるSNS（ソーシャル・
ネットワーキング・サービス）は，双方向性を
特徴として持つメディアであるが，SNSの実
際の活用法を複数回答で尋ねた結果は，情
報の流れが放送局から視聴者への一方向の
みの，「番組内容の告知」が 57％で最も多く，
これに対して双方向型の活用方法の一例であ
る「番組に対する反響への回答をする場にし
ている」は24％にとどまっており，SNSに関し

ては，その特性を有効活用する余地がまだ十
分に残されていることを示す結果となった（図

18）。
完全デジタル化と並行して，SNS以外にも

様々なメディアが出てきており，国民にとって
は，テレビ以外にも様々な選択肢が提供され
ることとなった。このことが，テレビ局の経営
に与える影響について，どうみているのかを，

「新BS（昨年10月から今年3月にかけて新た
に開局したBS放送局）」「CS放送局」「VOD

（ビデオ・オン・デマンド）」「SNS」のそれぞれ
のメディアごとに尋ねてみた（図19）。

地上波民放が競争相手として最も強く意識
しているのは新BSであり，他の3つのメディア
のうち，CSやVODに対しては，新BSほどで
はないものの，一定の警戒感を持ってみている
こと，SNSに関しては，他のメディアと比べれ
ばそれほど警戒感が強くないことが示された。
メディアとして地上波テレビにより近い性格を
持っている新BSと，そうではない他の3つの
メディアとの違いが出たものと考えられる。

また，SNSとテレビとの共存は可能かどうか
については，「可能」「どちらかといえば可能」

図 17　開設しているサイトの種類
（地上波民放　n ＝74）

図 18　SNS の活用法
（複数回答）n ＝74

100%

99

41スマートフォン用
のサイト

携帯電話用
のサイト

パソコン用
のサイト

57%

31

24

20

20特に活用して
いない

オフラインでの
意見収集

番組に対する
反響への回答

オンラインでの
意見集約

番組内容の告知
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という回答が合わせて74％に上った。SNSと
テレビを連動させたサービスはⅠの項でも触
れたように，ツイッターを中心にすでに存在し
ており，テレビとSNSは比較的親和性の高い
サービスであることから，テレビ局側の見方も，
当然のことながら好意的なものとなっているこ
とが分かる（図20）。

2. 衛星放送

では，地上波民放が最も警戒している相手
である新BS放送局のインターネットやSNSへ
の取り組みはどうか，昨年10月以降に新たに開
局したBS放送局に対し，地上波民放と同様の
質問を行った（なお，衛星放送の調査結果に関
しては，アンケートの対象としたのが2011年10
月以降に新規参入した18 社で，回答を得たの
が7社と絶対数が少なく，結果をパーセンテー
ジで示すのは適切でないため，社の数で表記
する）。

まず，開設しているホームページの種類では，
パソコン用のサイトは7社全てが開設済みで，
携帯電話用のサイトは5 社，スマートフォン用
のサイトは1社のみであった。各社とも開設し
てまだ日が浅いことから，まずは，最も利用さ
れる可能性が高いことが予想される，パソコン
用のホームページの開設を優先したのではない
かと推察される（表1）。

一方，SNSの実際の活用法については，最
も多い回答が「番組内容の告知」で，5 社で
あった。また，いわゆる双方向型の活用法で
ある「番組に対する反響への回答をする場にし
ている」は3 社，「視聴者からの意見集約」は
4 社であった（表2）。

また，自らの業界の将来性をどう見ている
のかを探るため，視聴者がテレビを見る時間

　　　図 19　新メディアの経営への影響　  　n ＝74

図 20　SNS との共存は可能か
n ＝74

表 1　開設しているサイトの種類
（複数回答）n=7

パソコン用のサイト 7

携帯電話用のサイト 5

スマートフォン用のサイト 1

その他全く影響はないおおいにマイナス

ある程度マイナスどちらともいえない

ある程度プラスおおいにプラスSNS

VOD

CS

新BS 1824%

837

7 38 45

156018

9

5

47

543

1

1

0

1

0

1

1

1

1

0

33

ある程度プラス

おおいにプラス 全く影響はない

その他

ある程度マイナス

おおいにマイナスどちらともいえない

どちらかと
いえば不可能

どちらとも
いえない

どちらかといえば
可能

可能
32%

42

7

19
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全体の中で，BS放送の視聴時間が占める割
合がどのくらいと推測しているかを，「現在」
と5 年後の「2017年」についてそれぞれ尋ねて
みたところ，「現在」では「10％未満」という回
答が4 社であったのに対して，「2017年」では，

「10％未満」と答えたのは1社のみで，残りの6
社はそれより増えると答えている（表3）。

さらにどのような層の視聴者を今後ターゲッ
トとしていくのかを複数回答で尋ねたところ，
最も多かった答えは「地上波に飽き足らない
人々をターゲットの中心としていく」の4 社であ
り，新規開局のBS放送局では「従来の地上
波放送では満足できない視聴者が地上波から
BSに流入してくる結果，BS放送の視聴時間
は今後増えると予測される」という認識を持っ
ていることが推察される（表4）。

3. 動画配信

放送と通信の融合が今後さらに進む中，通
信の世界での映像メディアである動画配信の
意向を探ることは，放送業界が今後進むべき
方向を考察する上で不可欠であると考えられ
るため，動画配信事業者にも前項までと同様
の質問を行った。なお，衛星放送の項と同様
の理由で数値はパーセンテージではなく，社
の数で表記する。

番組を録画して本来の放送時間以外の時間
に見る，いわゆるタイムシフト視聴は，デジタ
ル録画機の普及に伴って進む傾向にあること

表 3　テレビ視聴の中で BS 視聴が
　　　　　　  　　　占める割合　　　　　　　n=7

表 4　今後ターゲットとする視聴者層
（複数回答）n=7

表 5　今後のテレビの視聴形態は
　　　　　　　 どう変わると予測するか　　　n=15

現在 2017 年
35％以上 0 1
20 ～ 35％未満 0 0
25 ～ 30％未満 0 2
20 ～ 25％未満 0 1
15 ～ 20％未満 1 1
10 ～ 15％未満 2 1
10％未満 4 1

年齢に関係なく地上波に飽き足らない
人々中心 4

人口が多く，テレビをよく見る中高年層
中心 3

専門的番組を好む人々中心 3

若年層から中高年層までまんべんなく 0

若年層中心 0

教養・文化など硬派番組を好む人々中心 0

娯楽番組を好む人々中心 0

リアルタイムよりタイムシフトで見ることが
比較的多くなる 8

タイムシフトよりリアルタイムで見ることが比
較的多くなる 4

タイムシフトとリアルタイムが半々くらいに
なる 3

今後もほとんどをリアルタイムで見る傾向
は変わらない 0

今後はほとんどがタイムシフト視聴となる 0

表 2　SNS の活用法　　（複数回答）n=7

番組内容の告知などに活用 5

視聴者からの意見集約ツールとしてオン
ラインで活用 4

番組に対する反響への回答をする場とし
て活用 3

特に活用していない 1
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が，放送文化研究所の過去の調査からも明ら
かになっている 8）。この傾向が今後どうなって
いくと予測しているかを尋ねたところ，タイム
シフト視聴がリアルタイム視聴を上回るという
見方が15 社中8 社に上った（表5）。

そして，視聴者の録画行動や録画した番組
の実際の見方について複数回答で尋ねた質問
では，「関心のあるジャンルだけを録画し，早
送りまたはスキップする」（8 社）と「関心のあ
るジャンルだけを録画し，特に興味を持った
番組をじっくり見る」（7 社）が上位 2つを占めた

（表6）。
また，VODサービスがどのような環境で視

聴されることを想定しているかについては，「自
宅の個室中心」での視聴という答えが6 社で最
も多かった（表7）。

以上のことから，動画配信事業者は今後の
視聴者は「自分が見たい番組だけを自分が見
たい時に，プライベートな空間で見る」方向，
すなわち，自らが提供しているサービスにとっ
て有利な方向へ進んでいくと期待していること
が分かる。こうした期待は今後の経営方針に
も反映されており，今後のVODサービスの展
開に対する質問では，「今後サービスを大幅に
拡大する予定」という社が6 社，「今後サービ
スをある程度拡大する予定」という社が5 社と
なっている（表8）。

以上のアンケート結果からは，地上波テレビ
局は，インターネットによる様々なコミュニケー
ション手段の進化や，これまでは自分たちがほ
ぼ独占状態であった番組コンテンツの提供と
いう分野でのライバル（衛星や動画配信）の登
場といった状況の変化を認識するとともに，対
応もしはじめているが，まだ万全とは言い切れ
ない部分もあることがみえてくる。

 Ⅲ .まとめ
本稿の冒頭でも述べたように，地上波テレ

ビ放送のアナログ波からデジタル波への切り替
えは，大過なく完了した。そしてテレビやチュー
ナーなどの地デジに対応した機器を持っていな
い人が3％に過ぎないところをみると，受信者

表 7　VOD 視聴環境は今後どうなると予測するか
n=15

　　表 8　今後の VOD サービス展開予定　 　n=15

表 6　録画行動＆録画した番組の見方
（複数回答）n=15

関心のあるジャンルのみ録画＆早送り 8

関心のあるジャンルのみ録画＆特に興味を
もった番組をじっくり見る 7

少しでも気になる番組を全て録画＆早送り 5

少しでも気になる番組を全て録画＆より関
心度の高いもののみ見る 5

必ず見たい特定の番組のみ録画＆早送り 2

必ず見たい特定の番組のみ録画＆じっくり
見る 2

その他 1

自宅の個室中心 6
自宅以外 3
自宅のリビング中心 2
その他 4

今後サービスを大幅に拡大予定 6

今後サービスをある程度拡大予定 5

今後もほぼ現状のまま 2

現在 VOD は行っておらず，今後も
実施予定はない 1

その他 1

AUGUST 2012
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側の対応もほぼ万全であると考えられる。
その上で，今回の調査の目的の1つでもあっ

た，今後の放送が向かうであろう方向，すな
わち「地上波デジタル放送の次に来るものは何
か？」という問題は，問うはたやすく，答える
のは難しい。誰もがまず思い浮かべると思わ
れるのはインターネットだが，それが具体的に
どんな形でやって来るのか，来るとすればそ
れが VODなのかSNSとの連携なのか，携帯
端末によるモバイル視聴なのか，それともまだ
現れていない新サービスなのか，問いは尽き
ない。ただ，今回の調査結果からは，スマー
トフォンの普及が今後さらに進むであろうこと
や，SNSがコミュニケーションツールの1つとし
て，若い世代を中心に広がる兆しが表れはじ
めていることなどがみえてきており，これらの
ことから推察すると，視聴者のメディア行動は，
社会のデジタル化に伴って，これまでのように
テレビを他のメディアを超えた中心的なものと
して位置付けるのではなく，若い世代，つまり
今後数十年のスパンでは，送り手側にとってメ
インの顧客となる人たちを中心に，様々なデバ
イスやメディアを使い分け，番組ソフトとしての
テレビ放送にも，インターネットによる各種サー
ビスや機器によって接触するという変化がみえ
つつあるといえるのではないだろうか。

こうした変化に対して，送り手側であるテレ
ビ局はどう対応すべきか。業界アンケート調査
の結果をみる限りにおいては，地上波テレビ
局の現時点での対応は，新しいデバイスへの
対応や，SNSの活用といった点で視聴者側の
ニーズに完全に対応しているとは言い切れな
い部分がある。テレビがメディアとしての魅力
を維持し，情報社会のキープレーヤーの一角
を保っていくために，まず取り急ぎ取り組まな

ければならないことは，①スマートフォンをは
じめとした多様なデジタルデバイス向けに新た
にホームページを開設したり，番組配信を充実
させるなど，視聴者側の変化に合わせたきめ
細かなサービスを展開し，番組と視聴者の接
触のチャンスを拡大すること，② SNSもこれま
でのような番組告知だけではなく，その双方
向性を活かして，視聴者の意見を積極的に吸
い上げて番組作りに反映させていくこと，など
ではないだろうか。

もちろん，デバイスの多様化やSNSの隆盛と
いった，今現在の流れが今後もさらに強まり続
けるということは100％の保証があるわけでは
なく，誰も全く予想していなかった新たな流れ
が，それにとってかわることもありうる。その兆
しをいち早くつかむため，今後も調査を重ねて
いきたいと考えている。

（よしつぐ ゆみ / こばやし けんいち）

　　

注：
1）アンケートは地上波テレビ局（127 社），衛星

放送（昨年 10 月以降に開局した 18 社），ケー
ブルテレビ（174 社），動画配信（49 社），制
作会社（211 社），コミュニティ FM（248 社），
地方自治体（147 団体）を対象に 2012 年 4 月
上旬～ 5 月上旬にかけて実施。本稿ではこのう
ち，地上波テレビ局（回答を得たのは 74 社，
以下同じ）・衛星放送（7 社）・動画配信（15 社）
のアンケート結果を使用した。

2）NHK BSアナログハイビジョン放送は 2007 年 9
月に放送を終了。

3） 電 子 情 報 技 術 産 業 会 http://www.jeita.or.jp/
japanese/stat/cellular/2012/03.html

4）http://m.twtv.jp/iphone/
5）http://ptic.jp/
6）NHK 総合　24:00 ～ 24:25　月曜～金曜
7）河北新報社『河北新報のいちばん長い日　震災

下の地元紙』（2011 年，文藝春秋）
8）小島博 / 山田亜樹 / 仲秋洋「浸透するタイム

シフト，広がる動画視聴～『デジタル放送調
査 2010』から・パートⅠ」（「放送研究と調査」
2011 年 3 月号）
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Q1

あなたは，休日を除くふだんの日に，1 日にテレビを何時

間くらいご覧になっていますか。ビデオやテレビゲームは

除いてお答えください。

	 1.	1 時間くらい‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.6	 %

	 2.	2 時間くらい‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.3

	 3.	3 時間くらい‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.6

	 4.	4 時間くらい‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.3

	 5.	5 時間くらい‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.2

	 6.	6 時間くらい‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.2

	 7.	7 時間くらい‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3

	 8.	8 時間くらい‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9	

	 9.	9 時間以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8

	 10.	テレビはほとんど／まったく見ない‥‥‥‥‥‥‥5.5

	 11.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

	

（10 と答えた人に）

Q1-SQ1	 N ＝ 74

テレビを見ない理由は何ですか。一番大きな理由を一つ選

んでください。

	 1.	テレビ番組がつまらないから‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.1	 %

	 2.	電波がデジタルになって古いテレビが

		 映らなくなったから‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.4

	 3.	電波がデジタルになって古いアンテナでは

		 テレビが映らないから‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.7

	 4.	もともとテレビは持っていないから‥‥‥‥‥‥‥9.5

	 5.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.4

　

Q2

あなたは，NHK の番組と民放の番組のどちらを多く見てい

ますか。あてはまるものを一つお答えください。

	 1.	NHK の方をずっと多く見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.3	 %

	 2.	どちらかといえば，NHK の方を多く見る‥‥‥‥‥8.2

	 3.	NHK と民放，同じくらい見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.4

	 4.	どちらかといえば，民放の方を多く見る‥‥‥‥ 29.1

	 5.	民放の方をずっと多く見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.0

	 6.	ほとんど／全然テレビは見ない‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.5

	 7.	その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

	 8.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

Q3

あなたはふだん，どんなテレビ番組をよくご覧になります

か。一番よく見る番組と二番目によく見る番組をお答え下

さい。

	 （一番目）	 （二番目）

	 A.	ニュース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥45.1		  18.2	%

	 B.	ドラマ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17.9 		 17.8

	 C.	映画‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.6		  7.5

	 D.	バラエティー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18.2		  14.0

	 E.	アニメ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.5		  3.1

	 F.	スポーツ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.6		  14.3

	 G.	ドキュメンタリー‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.5		  12.6

	 H.	ワイドショー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.8		  5.5

	 I.	その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.9		  2.5

	 J.	いずれもない，わからない‥‥‥‥‥ 2.8		  4.6

　

Q4 

あなたのお宅にはデジタルテレビなど，地上デジタル放送

に対応した受信機はありますか。テレビが見られる携帯電

話は除いていくつでもお答えくだい。

	 1.	デジタルテレビ

		 （デジタルチューナー内蔵テレビ）‥‥‥‥‥‥‥ 88.7	 %

	 2.	デジタル録画機

		 （デジタルチューナー内蔵録画機）‥‥‥‥‥‥‥ 22.6

	 3.	外付けのデジタルチューナー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.4

	 4.	デジタルチューナー内蔵パソコン

		 （パソコン用の外付けチューナーを含む）‥‥‥‥‥3.7

	 5.	ケーブルテレビ用デジタルチューナー

		 （セットトップボックス）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.9

	 6.	どれもない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.8

	 7.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

　

（1 と答えた人に）

Q4-SQ1	 N ＝ 1,187

ではデジタルチューナーを内蔵したデジタルテレビは何台

ありますか。

	 1.	1 台‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.2	 %

	 2.	2 台‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.2

	 3.	3 台‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.5

	 4.	4 台‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.7

	 5.	5 台以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.9

	 6.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4

【調査の概要】

	 調査目的：	テレビ放送及び関連機器の利用実態を
		  把握することにより，今後の放送の
		  可能性を探る。
	 調査時期：	2012 年 1 月 13 日（金）～ 29 日（日）
	 調査方法：	個人面接法
	 調査対象：	全国 20 歳以上の男女
	 調査相手：	住民基本台帳から層化 2 段無作為抽出
		  2,000 人
	 有効数（率）：	1,338 人（66.9%）

世論調査「日本人とメディア」単純集計
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Q5

テレビの電波はデジタルにきりかわりましたが，変換チュー

ナーを利用したりケーブルテレビに加入したりすると，こ

れまでのアナログテレビで放送を見ることができる場合が

あります。お宅ではアナログテレビを使って放送を見てい

ますか。次の中から一つ選んでください。選択肢にあるメ

インのテレビとは居間などにあって一番よく使うテレビ，

サブのテレビとはメイン以外の寝室やキッチンなどで使う

テレビと解釈してください。

	 1.	メインはデジタル TV だがサブの 1 台は

		 アナログ TV‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.6	 %

	 2.	メインはデジタル TV だがサブの 2 台は

		 アナログ TV‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.7

	 3.	メインはデジタル TV だがサブの 3 台（以上）は

		 アナログ TV‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

	 4.	すべてアナログ TV（1 台の場合も含む）‥ ‥‥‥‥3.2

	 5.	すべてデジタル TV（1 台の場合も含む）‥ ‥‥‥ 78.7

	 6.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.9

次に，衛星放送（BS 放送）についておうかがいします。

Q6

あなたのお宅では，衛星放送を見ることができますか。

	 1.	衛星放送を見ることができる‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 55.5	 %

	 2.	衛星放送を見ることができない‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.0

	 3.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6

（1 と答えた人に）

Q6-SQ1	 N ＝ 742

ここにあげる衛星放送のチャンネルの中で，あなたが週に

一回以上見るチャンネルはどれですか。この中からいくつ

でもあげてください。

	 1.	NHKBS1（衛星第 1）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47.3	 %

	 2.	NHKBS プレミアム（衛星第 2）‥‥‥‥‥‥‥‥ 42.7

	 3.	BS 日テレ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.3	

	 4.	BS 朝日‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.7	

	 5.	BS-TBS‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.2

	 6.	BS ジャパン‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.1

	 7.	BS フジ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.9

	 8.	ＷＯＷＯＷ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.4

	 9.	スターチャンネル‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0

	 10.	BS イレブン‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.7

	 11.	トゥエルビ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7

	 12.	放送大学‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9

	 13.	グリーンチャンネル‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0

	 14.	BS アニマックス‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.7

	 15.	FOXBS238‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8

	 16.	BS スカパー！‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.6

	 17.	J　S ＰＯＲＴ S‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2

	 18.	この中にはない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.2

	 19.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.2

Q7

衛星放送では去年 10 月以降，新しいチャンネルが加わり見

ることのできるチャンネルが増えました。あなたはこのこ

とをご存知でしたか。

	 1.	知っていた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 38.9	 %

	 2.	知らなかった‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 58.0

	 3.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.1

Q8

今年の 3 月以降，衛星放送はさらに 7 チャンネルが増える

予定です。あなたは新たに増える番組についてごらんにな

りたいと思いますか。この中からあてはまるものをいくつ

でもお答えください。

	 1.	有料チャンネルをひととおり見られる

		 パッケージがあれば契約したい‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3	 %

	 2.	有料チャンネルは内容によっては見てみたい‥‥‥8.4

	 3.	有料チャンネルは料金によっては見てみたい‥‥‥4.1

	 4.	有料チャンネルは見たいとは思わない‥‥‥‥‥‥3.7

	 5.	無料チャンネルは見てみたい‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.1

	 6.	無料チャンネルは内容によっては見てみたい‥‥ 21.2

	 7.	無料チャンネルは見てみたいとは思わない‥‥‥‥1.6

	 8.	有料，無料にかかわらず見たいとは思わない‥‥ 39.4

	 9.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.4

Q9

テレビ番組についての情報はどこから手に入れることが多

いですか。つぎの中から一番多いものと二番目に多いもの

をお答えください。

	 （一番目）	 （二番目）

	 1.	新聞の番組表‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥62.6		  9.8	%

	 2.	テレビ放送の宣伝‥‥‥‥‥‥‥‥‥10.9		  33.8

	 3.	番組情報誌‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.9		  6.0

	 4.	テレビ画面で見る

		 電子番組表（EPG）‥ ‥‥‥‥‥‥‥14.7		  14.9

	 5.	インターネットで見る電子番組表‥‥ 2.2		  4.8

	 6.	放送局のホームページ‥‥‥‥‥‥‥ 0.0		  0.3

	 7.	インターネットのミクシ―（mixi）や

		 ツイッター（twitter）‥ ‥‥‥‥‥‥‥ 0.5		  1.0

	 8.	インターネットの動画サイト‥‥‥‥ 0.1		  0.4

	 9.	その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.1		  1.3

	 10.	入手はしない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.8		  24.3

	 11.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1		  3.5

Q10　

民放のテレビ放送や衛星放送では，いわゆるショッピング

番組や通販番組が放送されています。あなたはショッピン

グ番組をごらんになりますか。次の中から一つだけお答え

下さい。

	 1.	よく見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.6	 %

	 2.	ときどき見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.1



21

	 3.	あまり見ない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.3

	 4.	ほとんど／まったく見ない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 56.7

	 5.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

（1 ～ 3 と答えた人に）

Q10-SQ1	 N ＝ 576

ショッピング番組を利用して実際に商品を購入されたこと

はありますか。

	 1.	ある‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 40.3	 %

	 2.	ない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 59.5

	 3.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

テレビ番組の録画についてお尋ねします。

Q11

あなたは週に何時間ぐらいテレビ番組を録画しますか。次

のなかから一番近いものを一つ選んでください。

	 1.	30 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6	 %

	 2.	1 時間‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.3

	 3.	2 時間‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.6

	 4.	3 時間‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.8

	 5.	4 時間‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.2

	 6.	5 時間‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6

	 7.	6 ～ 9 時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.6

	 8.	10 時間以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.8

	 9.	録画しない・録画機器を持っていない‥‥‥‥‥ 53.9

	 10.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4

（1 ～ 8 と答えた人に）

Q11-SQ1	 N ＝ 611

テレビ番組を録画するために使うのはどのような録画機で

すか。次の中から一つ選んでください。複数の録画機を使っ

ている場合は，もっとも多く使うものをお答えください。

	 1.	ブルーレイ

		 （ハードディスク内蔵）レコーダー‥ ‥‥‥‥‥ 39.9	 %

	 2.	DVD（ハードディスク内蔵）レコーダー‥‥‥‥ 30.9

	 3.	ビデオテープレコーダー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.5

	 4.	ケーブルテレビのセットトップボックス‥‥‥‥‥2.8

	 5.	テレビ内蔵ハードディスクレコーダー‥‥‥‥‥ 15.5

	 6.	テレビ内蔵ブルーレイレコーダー‥‥‥‥‥‥‥‥2.1

	 7.	テレビ外付けハードディスク‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.9

	 8.	その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5

	 9.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8

Q11-SQ2	 N ＝ 611

あなたは録画した番組を後でどの程度見ていますか。録画

時間と比較した分量で考えて，次の中から一番近いものを

一つ選んでください。

	 1.	ほとんど／すべて見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 65.6	 %

	 2.	半分くらいは見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.9

	 3.	1/3 くらいは見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.9

	 4.	1 割くらいは見る‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8

	 5.	ほとんど見ない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

	 6.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0

（1 ～ 4 と答えた人へ）

Q11-SQ3	 N ＝ 606

その録画番組を見るとき，早送りで見ることが多いですか，

それとも放送と同じようにじっくり見ますか。一番近いも

のを一つえらんでください。C Ｍは除いて考えてください。

	 1.	ほとんど／すべて普通の早さで見る‥‥‥‥‥‥ 66.3	 %

	 2.	ほとんど／すべて早送りで見る‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.8

	 3.	普通の早さと早送りと半々くらい‥‥‥‥‥‥‥ 25.4

	 4.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5

次に，携帯電話について，おうかがいします。スマートフォン

と呼ばれる多機能携帯電話も含めてお答え下さい。

Q12

あなたは，携帯電話を利用していますか。

	 1.	利用している‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 88.9	 %

	 2.	利用していない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.1

	 3.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

（1 と答えた人に）

Q12-SQ1	 N ＝ 1,189

その携帯電話は，普通の携帯電話ですか，それともスマー

トフォンですか。次の中から一つだけ選んでください。

	 1.	普通の携帯電話‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 84.6	 %

	 2.	スマートフォン‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.1

	 3.	複数台利用しており，スマートフォンもある‥‥‥1.9

	 4.	複数台利用しているが，スマートフォンはない‥‥0.3

	 5.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

Q12-SQ2	 N ＝ 1,189

携帯電話では通話だけでなく電子メールやインターネット

の検索もできますが，あなたはこの三つの機能をどの程度

利用していますか。それぞれについて，次の中から最も近

い利用回数を一つお答え下さい。

	 通話	 電子メール	 インターネット
			   検索

	 1.	一日に 10 回以上‥ ‥‥‥‥ 8.6	 9.0	 8.2	%

	 2.	一日に 5 ～ 6 回‥‥‥‥‥ 12.8	 21.9	 9.8

	 3.	一日に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥ 38.7	 30.0	 11.7

	 4.	週に 3 ～ 4 回‥‥‥‥‥‥ 13.6	 7.6	 3.5

	 5.	週に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥ 15.0	 8.2	 5.8

	 6.	月に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥ 6.8	 4.0	 7.2

	 7.	その機能は使っていない‥‥ 4.5	 18.8	 52.8

	 8.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1	 0.5	 1.0
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Q12-SQ3	 N ＝ 1,189

あなたが使っている携帯電話で，ワンセグというテレビ放

送を見ることができますか。

	 1.	ワンセグを見ることができる‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 48.4	 %

	 2.	ワンセグを見ることができない‥‥‥‥‥‥‥‥ 48.7

	 3.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.9

次にご自宅でパソコンを使ったインターネットの利用ついてお

聞きします。

Q13

あなたは，ご自宅でパソコンによるインターネットを利用

していますか。

	 1.	利用している‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.1	 %

	 2.	利用していない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.7

	 3.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

　

（1 と答えた人に）

Q13-SQ1	 N ＝ 724

それでは，インターネットのなかで検索と電子メールの二

つの機能をあなたはどの程度利用していますか。それぞれ

について，次の中から最も近い利用回数を一つお答え下さ

い。メールについては受信を除き，自分から送信する分で

考えて下さい。

	 インターネット検索	 電子メール

	 1.	一日に 10 回以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥15.2		  6.1	%

	 2.	一日に 5 ～ 6 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15.1		  5.9

	 3.	一日に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25.7		  16.0

	 4.	週に 3 ～ 4 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12.0		  5.4

	 5.	週に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19.3		  11.3

	 6.	月に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.0		  14.6

	 7.	その機能は使っていない‥‥‥‥‥‥ 3.7		  39.9

	 8.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.0		  0.7

Q14

ここからはパソコンだけでなく携帯機器も含めたインター

ネットの利用についてお聞きします。あなたはインターネッ

トを利用した以下のサービスを使っていますか。頻度にか

かわらず，ここ半年の間に使ったものをすべて選んでくだ

さい。

	 1.	グーグルやヤフーなどの検索サイト‥‥‥‥‥‥ 55.8	 %

	 2.	路線検索や交通機関のサイト‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.7

	 3.	ニュースサイト‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.8

	 4.	Wikipedia などの知識情報サイト‥ ‥‥‥‥‥‥ 22.3

	 5.	価格 .com，アットコスメなどの

		 クチコミサイト‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.4

	 6.	YouTube，ニコニコ動画などの動画サイト‥‥‥ 28.4

	 7.	mixi，Facebook などの SNS

		 （ソーシャル・ネットワーキング・サービス）‥‥ 13.3

	 8.	Twitter‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.8

	 9.	「2 ちゃんねる」などの掲示板‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.0

	 10.	インターネットは利用していない‥‥‥‥‥‥‥ 38.2

	 11.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0

　

（7，8 と答えた人に）

Q14-SQ1	 N ＝ 203

あなたは SNS や Twitter をどの程度利用していますか。次

の中から最も近い利用回数を一つお答え下さい。

	 1.	一日に 10 回以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.7	 %

	 2.	一日に 5 ～ 6 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.7

	 3.	一日に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.1

	 4.	週に 3 ～ 4 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.9

	 5.	週に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.3

	 6.	月に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.9

	 7.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4

Q15

あなたは YouTube やニコニコ動画などの動画サイトを見て

いますか。見ている方は以下の中から最も近いものを一つ

選んでください。

	 1.	一日に 10 回以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4	 %

	 2.	一日に 5 ～ 6 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.4

	 3.	一日に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.4

	 4.	週に 3 ～ 4 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6

	 5.	週に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.6

	 6.	月に 1 ～ 2 回‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.4

	 7.	見ていない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 64.8

	 8.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3

（1 ～ 6 と答えた人に）

Q15-SQ1	 N ＝ 454

一回の視聴時間は平均してどれくらいになりますか。検索

する時間も含めて，以下の中から最も近いものを一つ選ん

でください。

	 1.	5 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.9	 %

	 2.	10 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.8

	 3.	15 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.0

	 4.	30 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.9

	 5.	45 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.3

	 6.	1 時間‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.9

	 7.	1 時間 30 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.0

	 8.	2 時間以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.5

	 9.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
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あなたが見ている動画サイトの内容は，テレビ番組に関す

るものが多いですか。それとも一般の人が撮影した投稿動

画が多いですか。次の中から一つ選んでください。

	 1.	テレビ番組に関するものの方がずっと多い‥‥‥ 24.4	 %

	 2.	どちらかといえばテレビ番組に

		 関するものの方が多い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.0

	 3.	どちらも同じくらい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.3

	 4.	どちらかといえば一般の人が

		 撮影した投稿動画の方が多い‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.6

	 5.	一般の人が撮影した投稿動画の方が

		 ずっと多い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.6

	 6.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.1

Q16

インターネット用の新型機器として，iPad のようにキーボー

ドがなくすべて画面上で操作するタブレット型のパソコン

が普及し始めています。あなたはこうした機器をお持ちで

すか。次の中からあてはまるものを一つお選びください

	 1.	持っている‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1	 %

	 2.	持っていないが欲しい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.9

	 3.	持っていないし欲しいとも思わない‥‥‥‥‥‥ 70.0

	 4.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.0

Q17

インターネットにつないで遊ぶゲーム機があります。あな

たはこうしたゲーム機をお持ちですか。インターネットにつ

ないでいるかも含めて，次の中からあてはまるものを一つ

選んでください。携帯電話によるゲームは対象外とします。

	 1.	持っており，インターネットにつないでいる‥‥‥8.0	 %

	 2.	持っているが，インターネットには

		 つないでいない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.0

	 3.	持っていない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 80.4

	 4.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6

Q18

パソコンやゲーム機のインターネットへのつなぎ方は，ケー

ブルなどによる有線ですか，それとも無線機器を利用した

ものでしょうか。次の中から一つ選んで下さい。

	 1.	有線だけ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.3	 %

	 2.	有線もあれば無線もある‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.0

	 3.	無線だけ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.8

	 4.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47.9

次にインターネットとテレビの関係についてお聞きします。

Q19

あなたのお宅では，テレビや録画機器をインターネットに

つないでいますか。

	 1.	つないでいる‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.2	 %

	 2.	つないでいない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 84.2

	 3.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6

Q20

あなたは，やりとりするメールの中で，テレビ番組の感想

や新番組の情報などテレビに関する事柄を話題にすること

がありますか。次の中から一つ選んでください。

	 1.	よく話題にする‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.9	 %

	 2.	ときどき話題にする‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.5

	 3.	あまり話題にしない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.3

	 4.	ほとんど／まったく話題にしない‥‥‥‥‥‥‥ 53.8

	 5.	わからない（メールは使わない）‥ ‥‥‥‥‥‥ 20.5

Q21

インターネットの検索についてお聞きします。あなたはテ

レビ番組に関する事柄について，検索をすることがありま

すか。次の中から一つ選んでください。

	 1.	よく検索をする‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4	 %

	 2.	ときどき検索をする‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.8

	 3.	あまり検索はしない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.5

	 4.	ほとんど／まったく検索はしない‥‥‥‥‥‥‥ 34.8

	 5.	わからない（インターネットは使わない）‥ ‥‥ 28.6

Q22

あなたは，次にあげる NHK と民放キー局 5 社のホームペー

ジを見ることがありますか。各社ごとに頻度をお答え下さい。

	 よく	 たまに	 あまり	 ほとんど／	 わからない

	 見る	 見る	 見ない	 まったく	 （インターネットは

				    見ない	 使わない）

	 1.	NHK‥‥‥‥‥‥‥ 3.4	 7.8	 6.2	 51.2‥ 31.4	%

	 2.	日本テレビ‥‥‥‥ 2.8	 6.9	 6.7	 52.3‥ 31.3

	 3.	テレビ朝日‥‥‥‥ 2.2	 7.2	 7.0	 52.2‥ 31.3

	 4.	TBS‥‥‥‥‥‥‥ 2.4	 8.4	 6.2	 51.6‥ 31.3

	 5.	テレビ東京‥‥‥‥ 0.9	 5.3	 7.0	 55.2‥ 31.6

	 6.	フジテレビ‥‥‥‥ 2.8	 8.4	 6.4	 50.9‥ 31.5

Q23

あなたはテレビを見ながらインターネットの検索をするこ

とがありますか。次の中から一つ選んでください。

	 1.	よく検索をする‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.6	 %

	 2.	たまに検索をする‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.3

	 3.	あまり検索はしない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.6

	 4.	ほとんど／まったく検索はしない‥‥‥‥‥‥‥ 46.1

	 5.	わからない（インターネットは使わない）‥ ‥‥ 32.4
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（1 ～ 3 と答えた人に）

Q23-SQ1	 N ＝ 287

その検索は何について調べるためのものですか。該当する

ものを選んでください。いくつでも結構です。

	 1.	出ているタレント，アナウンサー‥‥‥‥‥‥‥ 30.7	 %

	 2.	番組で使われた分からない言葉‥‥‥‥‥‥‥‥ 31.7

	 3.	番組に関係する人物‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 38.0

	 4.	番組に関係する建物，遺跡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.0

	 5.	ドラマなどのストーリー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.9

	 6.	番組で使われた音楽

		 （歌手，歌詞，曲名など）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.4

	 7.	その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.6

	 8.	見ている番組とは直接関係ない事柄‥‥‥‥‥‥ 23.0

	 9.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0

Q24

パソコンやテレビを利用して，放送済みのテレビ番組を見

たい時に見ることができるビデオ・オン・デマンドという

サービスがあります。あなたはこのサービスを知っていま

すか。次の中からあてはまるものを一つお答えください。

	 1.	知らない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 41.9	 %

	 2.	知っているが利用したことはない‥‥‥‥‥‥‥ 47.0

	 3.	無料のサービスは利用したことがある‥‥‥‥‥‥4.0

	 4.	有料のサービスも利用したことがある‥‥‥‥‥‥1.5

	 5.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.6

（3，4 と答えた人に）

Q24-SQ1	 N ＝ 73

「この番組を見ている人はあの番組も見ています」といった

お勧め機能がこのビデオ・オン・デマンドにあったら，あ

なたは利用すると思いますか。

	 1.	利用すると思う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 41.1	 %

	 2.	利用しないと思う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49.3

	 3.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.6

次にテレビやインターネットから離れて，一般的なことについ

て数問お聞きします。

Q25

あなたは定期的にラジオを聞く習慣がありますか。次の中

からあてはまるものをお答えください。いくつえらんでも

結構です。

	 1.	毎日日中に自宅や職場で聞く‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.1	 %

	 2.	毎日車の中で聞く‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.2

	 3.	毎晩寝床で聞く‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.7

	 4.	一週間に一回程度聞く‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.7

	 5.	一カ月に一回程度聞く‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.5

	 6.	ほとんど聞かない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51.2

	 7.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

Q26

ご自宅にいるときに大きな災害が来て停電になったとした

ら，すぐに使えるラジオはありますか。携帯電話は除いて

考えて下さい。

	 1.	ある‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 65.2	 %

	 2.	すぐには出ないが探せばあると思う‥‥‥‥‥‥‥9.0

	 3.	ない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.6

	 4.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

Q27

あなたは新聞を購読していますか。次の中から一つ選んで

ください。

	 1.	宅配で一紙購読している‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 68.8	 %

	 2.	宅配で二紙以上購読している‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.7

	 3.	毎朝駅のスタンドで買って読んでいる‥‥‥‥‥‥0.4

	 4.	帰宅するときに駅のスタンドで

		 買って読んでいる‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

	 5.	買ってはいないが職場で読んでいる‥‥‥‥‥‥‥3.1

	 6.	買ってはいないが図書館で読んでいる‥‥‥‥‥‥0.1

	 7.	新聞はほとんど読まない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.5

	 8.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

（1 ～ 6 と答えた人に）

Q27-SQ1	 N ＝ 1,088

あなたは平日にどれくらいの時間，新聞を読みますか。次

の中から最も近いものを一つ選んでください。

	 1.	5 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.4	 %

	 2.	10 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.3

	 3.	15 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.6

	 4.	20 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.3

	 5.	30 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.9

	 6.	1 時間以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.5

	 7.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9

Q28

あなたは一カ月に平均して何冊ぐらいの本を読みますか。

週刊誌などの雑誌は除いてお答えください。

	 1.	1 冊‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.4	 %

	 2.	2 冊‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.4

	 3.	3 冊‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5

	 4.	4 冊‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.2

	 5.	5 冊‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.3

	 6.	6 ～ 9 冊‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8

	 7.	10 冊以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  2.5

	 8.	ほとんど／まったく読まない‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51.6

	 9.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4
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サンプル構成

全　体
市郡規模 地域ブロック

20 大都市 その他の市 郡・町村 北海道・
東北 関東 中部・

甲信越 近畿 中国・四国・
九州

1,338 人 364 848 126 157 437 246 218 280
100% 27.2 63.4 9.4 11.7 32.7 18.4 16.3 20.9

（1 ～ 7 と答えた人に）

Q28-SQ1	 N ＝ 643

あなたは一カ月平均で，いくらぐらいのお金を書籍の購入

のために支払いますか。最も近いものを一つ選んでくださ

い。

	 1.	500 円‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.0	 %

	 2.	1,000 円‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31.1

	 3.	2,000 円‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.4

	 4.	3,000 円‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.5

	 5.	5,000 円‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.1

	 6.	6,000 ～ 9,000 円‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.1

	 7.	10,000 円以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4

	 8.	ほとんど買わない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.1

	 9.	わからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

　　

Q29

NHK に関するいくつかの項目について，次のように相反す

る二つの意見があります。あなたのお考えに近いのはどち

らでしょうか。一つだけ選んでください。

A. インターネットを利用して放送済のテレビ番組を配信す

ることについて

	 1.	受信料は電波による放送のために

		 集めているのだから，インターネットでは

		 やらなくてよい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.7	 %

	 2.	せっかく作った番組をより多くの人に

		 見てもらうためには，インターネットでも

		 配信するべきだ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 48.3

	 3.	どちらともいえない／わからない‥‥‥‥‥‥‥ 30.0

B. 放送内容について

	 1.	民放を見習い，もう少し親しみやすい番組を

		 放送すべきだ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.0	 %

	 2.	今の NHK は民放に近づき過ぎだ。

		 もっと NHK らしく落ち着いた番組を

		 放送すべきだ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.1

	 3.	どちらともいえない／わからない‥‥‥‥‥‥‥ 33.0

C. 東日本大震災の報道について

	 1.	昨年 3 月の東日本大震災に関する

		 報道については，さすが NHK という

		 放送内容だった‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 48.8	％

	 2.	昨年 3 月の東日本大震災に関する

		 報道については，不満の残る

		 放送内容だった‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.1

	 3.	どちらともいえない／わからない‥‥‥‥‥‥‥ 35.1

D. 放送に望むのは判断材料なのかそれとも指針か

	 1.	国民の間で意見が分かれる政治や経済の

		 大問題については，NHK はニュースや番組で

		 放送することにより，国民に判断材料を

		 示してほしい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 58.9	 %

	 2.	国民の間で意見が分かれる政治や経済の

		 大問題については，NHK はニュースや

		 番組で放送するなかで，最良と思われる

		 方向を示してほしい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.7

	 3.	どちらともいえない／わからない‥‥‥‥‥‥‥ 21.4

全　体
性　　別 年　　層

男 女 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
1,338 人 646 692 157 242 251 232 239 217
100% 48.3 51.7 11.7 18.1 18.8 17.3 17.9 16.2

全　体
男 の 年 層 女 の 年 層

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上
1,338 人 70 113 107 102 130 124 87 129 144 130 109 93
100% 5.2 8.4 8.0 7.6 9.7 9.3 6.5 9.6 10.8 9.7 8.1 7.0 
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